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論文内容要旨
 コンポジットレンジは,従来ひろく用いられてきたMMA系即時重合レジンに比較し,機械的
 強度に優れ,重合硬化時の収縮や温熱的膨縮変化も少ないとされ,今日では審美性を要求される
 前歯用修復材として多くの臨床家に好んで用いられる材料となっている。
 しかしこれら修復物辺縁には,これまでの臨床報告にもみられるごとく,変色や二次う蝕など
 の発生する頻度も少なくない。これらは修復物辺縁の適合状態と重要な関わりを有すると考えら
 れることから,これらコンポジットレジン修復物の適合状態を次述の方法によって観察し,さら
 にこれら辺縁の適合状態を改善するための方法を試験した。
 すなわち,抜去後水中に保存した人上顎前歯唇面に約5×7舵漉の平面を形成し,その平面中央
 に直径約3閣、深さ約2.5糀舵の円形の窩洞を形成した。本窩洞に各種修復材を通法に.準じて填塞し,
 それぞれ2～3日水中に保存した後,仕上げ研磨を行なった。研磨完成後直ちに窩縁部を精細に
 観察し,切縁側ならびに歯頸側窩縁の隙間0)大きさ,腐縁エナメル質の状態を測定記録し,さら
 に万能形状測定機を用いて歯軸方向における断面曲線を記録した。
 実験に用いた材料はコンポジットレジン3種(アダプティク,コンサイス,エポキシライトH
 L72),エナメル塗布材(エナメライト),MMA系レジン1種(パイルA),さらに硬質レジンイ
 γレ』(サーモジェル)を前記エナメライトで合着したものである。
 これら試験の結果,次の結論を得た。
 (1)MMA系レジγ修復物辺縁には,観察した全例に6～24μのギャップが存在し,エナメル質
 窩縁には小破折が観察された。
 (2)コンポジットレジンでは,MMA系レジγと比較し,一般に適合状態は良好で,ギャップ
 の巾は小さい傾向にあったが,一部に適合の非常に悪い部位が観察された。ギャップの存在する
 部位では,エナメル質に著明な破折が観察された。これらは仕上げ研磨に際して,窩縁部に衝撃
 が加えられたために生じたものと考えられる。
 (3)以上のようなレジン修復物辺縁にあらわれるトラブルは,実際患者口腔内のレジン修復物
 辺縁にも起っていることが,レプリカ法を用い走査型電子顕微鏡観察によって確認された。
 (4)本実験で観察されたギャヅプあるいはエナメル質小破折は,修復物辺縁の変色,二次う蝕,
 歯肉に対する刺激性などの大きな因子になると考えられる。
 (5)修復に際し,エナメル質を予め酸処理しておく方法によって修復材とエナメル質との接合
 状態が改善され,ギャップあるいはエナメル質小破折を防止し得ることが明らかになった。
 一14一
審査結果要旨
 現在前歯修復材として広く用いられているコンポジットレジンは,従来のレジンに比べて重合
 収縮が小さ,温度膨縮が少なく,強度が優れ,歯質との調和が容易であるなどの多くの利点を有
 するとされている。しかしながら,実際口腔内でに,かなりの例に修復物辺縁の変色や二次う蝕
 が見られ,さらに歯髄炎や修復物に接する歯肉に炎症性変化が見られ,コンポジットレジンの予
 後は必ずしも良好であるとはいえない。
 本研究は,これらコンポジットレジンの変色や二次う蝕,さらに歯肉に対する為害性などに最
 も重要な関係にあると考えられる修復物の適合性に関する基礎的な研究である。すなわち多数の
 抜去前歯に窩洞形成し,各種のコンポジットレジンを修復し,修復物辺縁の適合状態について観
 察を行った。さらにレ・プリカ印象法によって実際患者に修復されているレジン辺縁部の適合を観
 察し,これと比較,確認を行った。ついでレジン辺縁の適合性の向上について,エナメル質の酸
 処理法や硬質レジン併用法も検討している。結果を要約すると次のようになる。
 (1〉重合収縮が小さいといわれるコンポジットレジγにおいても,ほとんどすべての症例に,
 修復物と窩縁との間にかなりの隙間が存在した。
 (2)隙間の存在する部位のエナメル質窩縁には,仕上げ研磨時に生じたと思われるエナメル質
 の小破折が存在した。
 (3)エナメル質窩縁の小破折の頻度並びにその程度は,その部に観察された修復物と窩縁との
 隙間の大きさとは特に緊密な関係はなく,その部に隙間があるか否かに関係する。
 (4)これらの隙間ないしエナメル質窩縁の小破折は,口腔内修復物の辺縁にも観察でき,これ
 らが臨床における修復物辺縁の各種の好ましからぬ諸変化に密接な関係にあると思われる。
 (5)エナメル質を酸処理する方式の併用によって修復物辺縁の隙間あるいはエナメル質窩縁の
 小破折を防止できた。
 (6)硬質レジンィyレーを,酸処理した窩洞に,ある種のコンポジットレジンによって合着す
 ることによっても,辺縁部適合性の優れた修復物が得られる。
 エナメル質を酸処理してレジγ修復材の歯質への接着力を高める方法は,現在ではかなり一般
 化されているが,著者はこの術式をいちはやく採用し,基礎試験ならびに臨床応用を試みたので
 あり,これによってレジン修復物辺縁の各種のトラブル防止の一助となした功績は大きい。さら
 に酸処理法の応用を計り,硬質レジンインレーを窩洞に合着する際にある種のレジンと併用する
 技法を考案したがその着想や臨床的意義は大きい。
 以上本研究は保存修復学の分野におけるレジン修復物辺縁のトラブルの解明とその防止に関し,
 新知見と有力なる一技法を発表しており,'歯学特に歯科臨床に寄与する功績は大きい。
 よって,学位授与に値するものと認める。
 一15一
